
東京都町田市にある昭和薬科大学

（小谷榮一学長）は、聖マリアンナ医

科大学との連携により、臨床に強い薬

剤師の育成を目指している。私立の単

科大学が附属病院を持つ医科大学と提

携を結び、教育・研究の面で協力体制

を取ることは、全国でも珍しい試みだ。

また、海外の大学との学術交流も活発

に行うなど、質の高い教育を実現する

ため、様々な取り組みも行っている。

同薬大は1930年に設立された昭

和女子薬学専門学校を前身とし、

76年の歴史を誇っている。50年に

は昭和薬科大学に改称して男女共

学となり、90年に現在の町田キャ

ンパスに移転した。町田キャンパ

スは緑豊かな恵まれた環境で、総

面積は17万3000裃に及ぶ。また、

全国有数の規模を誇る薬用植物園

は１万8000裃で、薬用植物や熱

帯・亜熱帯植物を観察することが

できる。

校舎は本館、講義棟、実習棟、

研究棟、体育館、部室棟があり、それぞれ独

立した建物になっている。だが、アクセスコ

リドールと呼ばれる連絡通路で一つに結ば

れ、互いの連携を重視した構造をとっている。

これは“独立と融和”という同薬大の建学の

精神を顕著に表しているものの一つといえる

だろう。

しかし、同薬大の最も大きな特色は、神奈

川県川崎市にあり、同じ小田急沿線にある聖

マリアンナ医大と連携し、６年制にふさわし

い実務実習の協力体

制を築こうとしてい

ることだ。両校は03

年７月１日に「教

育・研究の交流に関

する協定」を締結し

ている。

既に、１年次から

医療に対する知識や倫理観を培う目的で、同

医大での解剖見学実習が取り入れられてい

る。また、低学年からチーム医療の一員とし

ての自覚を育てるため、同医大の薬剤師はも

ちろん、医師、看護師にも教育に協力を求め

ていく方針だ。さらに高学年では、癌専門薬

剤師等の専門薬剤師の育成にも取り組むこと

を検討している。

両校の提携について小谷学長は、「臨床能

力の高い薬剤師を養成するために非常に有意

義だ」と期待感を示す。このよう

に附属病院を持たない単科大学

が、医科大学と提携するケースは、

数少ない試みだ。

両校の協力関係の深さを示す一

例として、近く建て替えが予定さ

れている聖マリアンナ医大の新明

石会館には、同薬大学生も使用で

きる教室や情報検索室、学生専用

ロッカールームなども設置される

予定だ。

このほか、海外との学術交流も

活発で、昨年９月には南カリフォ

ルニア大学薬学部との間で学術協定を締結し

た。小谷学長は「薬学教育６年制の先進国で

あるアメリカの大学と協定を結べば、非常に

多くのことを学べるだろう」と語る。当面は

学術交流の面から協力し、学生・教員の交流

や講師を招いての講演会などを開いていく考

えだ。

こうした先進的な取り組みの一

方で、学生の人間性を育んでいく

ことも忘れてはいない。同薬大で

は１年次に、日本の伝統文化、礼

儀作法を学ぶ講座が設けられてお

り、学生は華道・茶道・書道のう

ちから１つを必須科目として選択

するようになっている。小谷学長

は「こうしたことをきっかけに、

日本の伝統文化に興味を持ってく

れればいい」とし、専門教育のみ

でなく、情操教育の重要性も指摘

する。

６年制となった薬学教育では、

大人数による講義のみでなく、少人数で意見

を交わすスモール・グループ・ディスカッシ

ョン（ＳＧＤ）も重視されている。こうした

ことも考慮して、同薬大ではキャンパス内に、

ＳＧＤ教育を行うため、多くの小教室を配置

した新校舎の建設も予定している。

新校舎には、こうした小教室のほか、ハイ

テク・リサーチセンターも設置される。完成

したあかつきには、より一層充実した教育・

研究が行われることが期待されている。
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